
学習指導要領（平成 29 年告示）のポイント【評価編】 

 

小学校 国語科 
 
１．国語科における学習評価の基本的な考え方 
国語科では、学習指導要領に示された資質・能力を、言語活動を通して育成していくことが大切です。この資質・能力は、指導事項とし

て示されており、そのまま単元の目標として設定することが可能です。この指導事項を踏まえ、目標の実現に向けた児童の学習の状況を評

価します。また、資質・能力の３つの柱のうちの一つ「学びに向かう力、人間性等」は、年間を通して目標の実現に向けた粘り強さや自らの

学習の調整をしようとする姿を評価します。いずれも児童の学習や教員の指導の改善に生かすことが大切です。 

 
２．小学校国語科の学習評価の事例 
小学校国語科の「内容のまとまり」は、〔知識及び技能〕と〔思考力、判断力、表現力等〕で示され、それらが更に〔知識及び技能〕は

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項（２）情報の扱い方に関する事項（３）我が国の言語文化に関する事項に、〔思考力、判

断力、表現力等〕は「A 話すこと・聞くこと」「B 書くこと」「C 読むこと」の領域に分けられています。この内容のまとまりを踏まえた学習評価の事

例を、第 2学年の単元で説明します。 

 

 

 

○ 本単元で取組む言語活動と言語活動例との関連 

・夏休みの思い出について報告したり、それらを聞いて感想を記述したりする。（関連：〔思考力、判断力、表現力等〕A（２）ア） 

 

（１）単元の目標の設定 
 

（２）単元の評価規準の設定 

目標の実現に向けた児童の学習の状況を評価するため、「知識・技能」と「思考・判断・表現」の観点の評価規準は、（１）で設定した

単元目標をもとに、内容のまとまりごとの評価規準(例)を参考に設定します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等  学びに向かう力・人間性等 

身近なことを表す語句の量を増し、

話や文章の中で使うとともに、言葉

には意味による語句のまとまりがあ

ることに気付き、語彙を豊かにする

ことができる。（１）オ 

・相手に伝わるように、行動したことや経験したことに基づ

いて、話す事柄の順序を考えることができる。A（1）イ 

・話し手が知らせたいことを落とさないように聞き、話の内

容を捉えて感想をもつことができる。A（1）エ 

言葉がもつよさを感じるとともに、楽し

んで読書をし、国語を大切にして、

思いや考えを伝え合おうとする。 

知識・技能 思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度 

身近なことを表す語句の量を増し、

話の中で使っているとともに、語彙

を豊かにしている。（１）オ 

①「話すこと・聞くこと」において、相手に伝わる

ように、行動したことや経験したことに基づいて、

話す事柄の順序を考えている。A（1）イ 

②「話すこと・聞くこと」において、話し手が知ら

せたいことを落とさないように聞き、話の内容を

捉えて感想をもっている。A（1）エ 

進んで（１）、相手に伝わるように話す事柄

の順序を考え（３）、学習の見通しをもって

（２）報告しようとしている。（４） 

領域を意識して指導をするため
「領域名」を入れるようにする。 

当該単元の目標に照らして、指
導事項の一部を用いて評価規
準を設定する。 

児童の姿を評価する
ため、文末は「～して
いる。」等にする。 

第２学年 「夏休みの思い出を報告しよう」 例 

「学びに向かう力、人間性等」の目標は、いずれの単
元においても、当該学年の目標の（３）の「言葉がも
つよさ～伝え合おうとする」までを目標として設定する。 

１ 粘り強さ（例：積極的に・進んで・粘り強く等） 

２ 自らの学習の調整（例：学習の見通しをもって、学習課題に沿って、今までの学習を生かして等） 

３ 「知識・技能」「思考・判断・表現」において、特に粘り強さを発揮して欲しい重点とする内容 

４ 自らの学習の調整が必要となる当該単元の具体的な言語活動 

児童の「粘り強さ」や、「自らの学習の調整」
をしようとする姿を評価する。言語活動自体
を評価するのではないことに留意する。 

主体的に学習に取り組む態度の評価について 

当該単元で重点となる学習指導要領 
に示された指導事項を記載する。 

当該単元の目標を指導事項の一部
を用いて設定する場合もある。 

読書は、単元の取組みの有無にかかわらず、
年間を通して育成する目標として設定する。 

１から４の組み合わせ
は、目標や児童の状況に
応じて工夫する。 



国立教育政策研究所 「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（小学校）を参考に作成 

（３）単元の主な学習活動と評価の計画（全７時間） 

 主な学習活動 評価の計画 

1 

・学習の見通しをもつ。 

・夏休みの思い出を複数想起し、その中から友だち

に一番報告したいことを選ぶ。 

 

２ 

３ 

４ 

・「始め－中－終わり」の話の構成で話すことを確認

し、「始め」と「終わり」は、先にノートに記述する。 

・思い出を詳しく想起し、報告に必要な事柄を四つ

から六つ程度カードに書き出す。 

・友だちに報告する順序を考える。 

・カードの並び順を見直し、その順序で報告しようと

決めた理由を書く。 

［知識・技能］（カード） 

〇事物の内容を表す言葉、経験したことを表す言葉、色や形を表す言葉

を文意に沿って活用してカードに記述している。 

［思・判・表①]（ワークシート） 

〇時間的な順序に沿ってカードを並べ、その順序にした理由をワークシート

に書いている。 

［主体的に学習に取組む態度］（観察・ワークシート） 

友だちや教員と相談しながら、カードの並べ方を見直している。 

５ 

６ 

７ 

・思い出を報告する練習をする。 

・グループ内で報告し合い、感想を書く。 

・夏休みの思い出を報告するという学習を通して学

んだことを振り返る。 

［思・判・表②]（観察・ワークシート） 

〇話し手が伝えたい夏休みの思い出を正確に聞き取り、その内容を踏まえ

た感想をワークシートに記述している。 

 

 

 

 

 

〇児童１が書き出した「中」のカード                          ※例えば、児童１が以下のような内容の記述をした場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇児童１が書いたカードを並べた理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な学習活動を想定した指導と評価の例（ここでは例として 2・3・4時間目のみ記載） 

児童１の評価 

［主体的に学習に取組む態度］B 

最初は、したことの順に報告しようとし

ていたが、友だちのカードと見比べてカ

ードを入れ替えようとしている。 

カードの並べ方について友だちと相

談しながら試行錯誤し、カードを並

べ替え、その後、次のようにワークシ

ートに記入した。 

授業の際、どの時間にどの観点で評価するの

か、また、「おおむね満足できる状況」（B）

の具体的な姿を想定しておくことが大切です。 

思い出を詳しく想起し、報告に必要な事柄を四つから六つ程度カードに書き出す際、事物の内容を表す言葉、経験したことを表す言

葉、色や形を表す言葉を確認し、カードの中で必ず用いて書くようにする。 
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児童１の評価 

 [知識・技能]  B 

事物を表す「いわば」

「あわ」、経験したこと

である「およいだ」「つか

まえる」、色や形の「青

かった」「ほしの形」など

の言葉を文意に沿っ

て使うことができてい

る。 

夏休みの思い出を友だちに報告するために、物事や対象についてどのような順序（時間的な順序や事柄の順序）で説明すると伝わ

りやすくなるかを指導する。 
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書いたカードをどのような順序で説明すると伝わりやすくなるのかを考えたり、友だちに相談したりする。 
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「努力を要する状況」

（C）の児童に対しては、

カードに書いた事柄から、夏

休みの思い出にした理由を

想起させ、伝えたい内容を

絞りこむなどの指導を想定

しておくことが大切です。 

1 時間目は、単元目標
にかかる評価規準の設
定はありません。 

聞き手に与える印象

や効果まで含めた理

由を記述している児

童は「十分満足でき

る姿」（A）と判断し

ます。 

児童１の評価 

［思考・判断・表現①］ B 

時間的な順序に沿ってカード

を並べ、理由を述べている。 
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っ
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。 

見たことやしたことに

ついて思ったことや考

えたことを加えていた

り、様子を表す言葉

を用いたりしている児

童は「十分満足でき

る状況」（A）と判

断します。 


